
令和５年度市町村教育委員会との連携による学校サポート事業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

回数 １ ２ ３ ４ 

月日 ６月１６日 ７月６日 １０月１１日 １１月２８日 

主な内容 箟岳白山小で国語

の授業実践、事後

検討会 

月将館小で国語の

授業実践、事後検

討会 

涌谷一小で国語の

研修会指導主事に

よる講義・演習 

涌谷中で国語の授

業実践、事後検討

会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

涌谷町教育委員会 

☆サポート対象校 

 箟岳白山小、月将館小 

涌谷一小、涌谷中 

志津川中 

☆対象教科 

 国語 

☆特徴 

・小中連携 

・指導案検討会(町内全学校協働による授業づくり) 

☆事業の内容 

☆事業の様子 

 

 

 

 

第１回「箟岳白山小の国語の授業（１年）」 第２回「月将館小の国語の授業（５年）」 

第３回「涌谷一小の国語の研修会」 第４回「涌谷中の国語の授業（１年）」 

「どうやってみをまもるのかな」の授業は、
動画やカード、掲示物等を効果的に活用し、
動物の身の守り方が分かる言葉を文章から
見付けさせていました。 

「世界で一番やかましい音」の授業は、第１
回の授業実践の成果を生かし、掲示物で場
面を振り返らせて、物語で最も大きく変化し
たことを考えさせることができました。 

古典「竹取物語」の授業は、今も昔も変わらない
人間の心のありようを考えさせるために、生徒同士

が登場人物になったつもりで登場人物の思いや考
えを聞き合う活動を取り入れていました。 

校内研究授業で明らかになった課題「発問づく
り」と「単元構想と授業づくり」について研修会を実

施しました。演習では、学習指導案作成や文学的な
文章における発問づくりを行いました。 


